
プレート運動を再現することは、マントル対流シミュレー
ション研究の最大の目標の1つである。そのためには、ほ
とんど変形しない「硬い」プレート内部と、顕著に変形す
る「柔らかい」プレート境界という、力学的特性の異なる2
つの状態を同時に表現しうる高度なレオロジーのモデ
ルが重要である。本研究ではOgawaらによる先行研究（
Ogawa, 2003; Miyagoshi et al ., 2020）で提案されている「
応力履歴依存レオロジー」に注目し、我々の研究室で開
発した2次元円環状領域内のマントル対流シミュレーシ
ョンプログラムへの導入を進めている。
 本発表ではまず、Miyagoshi et al .（2020）の3次元箱型シ
ミュレーションの簡単なレビューを行い、Ogawaらのレ
オロジーモデルの有用性を述べる。特に注目すべきは、
ある条件下において、低温の「硬い」リソスフェアが、実際
の地球で観測されるプレートの挙動（例えばプレート内
部の剛体的運動、拡大境界からの距離による地殻熱流
量の低下など）と非常によく似た挙動を示すことである。
 次に、本研究で開発している2次元円環状領域内マント
ル対流シミュレーションプログラムの状況について紹介
する。いくつかの準備的なシミュレーションを行ったとこ
ろ、ある条件下においては「プレートらしい」挙動が2次
元円環モデルでも再現できることを確認した。またこれ
らの結果を箱型モデルの結果と比較したところ、モデル
形状が「丸い」という効果によって「プレートらしい」挙動
の発現する条件が異なる可能性が見いだされた。今後
は計算結果の定量的な解析を並行して進めることにより
、3次元球殻形状モデルを含めたより高度なシミュレー
ションの実現へとつなげていきたい。
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